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学
童
保
育
の
現
状
に
即
し
た

補
助
金
要
綱
へ
改
変
せ
よ

新
東
名
高
速
道
路
開
通
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し

産
業
と
観
光
の
振
興
に
努
め
よ

市
民
と
行
政
の
協
働
で活力

向
上
を

丹
沢
の
魅
力
づ
く
り
の

核
と
な
り
え
る
林
業
の
複
合
化
を

小
・
中
学
校
運
動
場
の
整
備
を

早
期
に
的
確
に
せ
よ

中
学
校
給
食
の
費
用
20
年
間
で
80
億
円

財
源
﹆
い
ま
だ
不
明

自
民
・
新
政
　
　
　
相
原
　
　
學

一
　
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

問　
子
ど
も
の
「
生
き
る
力
」
を
育
む

に
は
「
健
康
や
体
力
」
が
大
き
な
役
割

を
持
つ
。
特
に
幼
児
期
か
ら
運
動
を
習

慣
化
さ
せ
、
将
来
の
体
力
向
上
に
つ
な

げ
る
取
り
組
み
が
重
要
だ
が
、
ど
う
か
。

答　
最
も
運
動
能
力
が
向
上
す
る
小
学

校
か
ら
中
学
校
ま
で
を
見
据
え
、
平
成

23
年
度
か
ら
幼
児
教
育
で
の
運
動
の
習

慣
化
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
成
長
し
た

世
代
の
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動

習
慣
等
調
査
の
結
果
が
底
上
げ
さ
れ
る

な
ど
の
改
善
に
つ
な
が
っ
た
。

問　
健
康
の
基
本
で
あ
る
歯
の
健
康
を

守
り
、
※
口
腔
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

幼
い
頃
か
ら
歯
磨
き
を
習
慣
付
け
る
べ

き
だ
が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
公
立
幼
稚
園
や
こ
ど
も
園
に
通
う

４
歳
児
か
ら
小
学
５
年
生
ま
で
を
対
象

と
し
た
歯
科
巡
回
指
導
や
保
護
者
の
理

解
を
深
め
る
講
演
会
を
行
い
、
親
子
一

体
で
の
健
康
管
理
を
促
し
て
い
る
。

二
　
表
丹
沢
の
魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て

創
秦
ク
ラ
ブ
　
　
　
村
上
　
　
茂

一
　
新
東
名
高
速
道
路
供
用
開
始
に
向

け
た
対
策
に
つ
い
て

問　
新
東
名
高
速
道
路
と
現
東
名
高
速

道
路
と
の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に

よ
る
優
位
性
を
生
か
し
た
産
業
活
動
の

メ
リ
ッ
ト
と
観
光
振
興
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

民
　
政
　
会
　
　
　
諸
星
　
　
光

一
　
公
務
員
の
福
業
︵
地
域
に
飛
び
出

す
公
務
員
︶
に
つ
い
て

問　
市
職
員
が
、
一
人
の
地
域
住
民
と

し
て
社
会
貢
献
・
地
域
づ
く
り
活
動
に

参
画
す
る
こ
と
で
、
本
業
の
意
識
向
上

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
地
域
に
飛

び
出
す
た
め
の
支
援
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
職
員
が
、
積
極
的
に
地
域
活
動

に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ

と
は
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

上
、
職
員
自
身
の
見
識
を
深
め
、
成
長

す
る
契
機
と
な
る
。
今
後
も
情
報
収
集

緑
水
ク
ラ
ブ
　
　
　
高
橋
　
文
雄

一
　
南
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
秦
野
駅
南
部
土
地
区
画
整
理
事
業

に
お
け
る
Ｃ
地
区
は
、
駅
に
近
く
良
好

な
立
地
で
あ
る
が
、
狭
い
路
地
が
多
く

車
両
通
行
が
難
し
い
箇
所
が
あ
る
。
今

後
の
整
備
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
県
と
調
整
を
行
い
、
土
地
区
画
整

理
と
い
う
手
法
に
捉
わ
れ
ず
、
道
路
の

拡
幅
に
よ
る
道
路
改
良
や
後
退
整
備
な

ど
に
よ
っ
て
狭
小
な
道
路
の
解
消
を
図

る
。
ま
た
、
下
水
道
や
公
園
な
ど
の
都

市
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

要
望　
尾
尻
諏
訪
原
線
の
今
泉
地
区
か

無
　
所
　
属
　
　
　 

吉
村
　
慶
一

一
　
教
育
に
つ
い
て
︵
そ
の
15
︶

問　
責
任
あ
る
政
治
家
と
し
て
聞
く
が
、

中
学
校
完
全
給
食
の
費
用
と
そ
の
財
源

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
施
設
整
備
費
が
約
20
億
円
、
年
間

の
運
営
経
費
が
約
３
億
円
で
、
事
業
期

間
は
20
年
間
と
す
る
。
財
源
に
つ
い
て

は
全
庁
的
に
適
切
に
対
応
し
た
い
。

意
見　
毎
年
約
４
億
円
の
費
用
を
20
年

間
と
い
う
大
変
な
財
政
負
担
に
な
る
。

ま
ず
は
教
育
委
員
会
が
、
学
校
の
統
廃

合
や
市
立
幼
稚
園
の
民
営
化
に
取
り
組

み
、
財
源
を
捻
出
す
べ
き
で
あ
る
。
埼

玉
県
北
部
の
市
で
は
、
校
舎
の
解
体
費

を
負
担
し
て
、
学
校
用
地
を
民
間
企
業

に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
た
例
も
あ
る
。

急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。

問　
西
中
学
校
に
小
・
中
学
校
を
一
体

化
し
た
「
義
務
教
育
学
校
」
を
つ
く
る

構
想
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
上
小
学

校
は
含
ま
れ
る
の
か
。
一
方
で
、
平
成

32
年
度
に
上
小
学
校
を
、
学
区
外
か
ら

も
児
童
を
募
集
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
小
規
模
特
認
校
」
に
す
る
と
の
議
会

答
弁
が
あ
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
義
務
教
育
学
校
は
、
小
・
中
学
校

９
年
間
の
一
貫
教
育
を
行
う
学
校
で
あ

る
が
、
そ
の
形
態
に
は
、
施
設
一
体
型

緑
水
ク
ラ
ブ
　
　
　 

横
溝
　
泰
世

一
　
学
童
保
育
の
健
全
︵
安
定
的
︶
な

運
営
に
向
け
て

問　
現げ

ん
こ
ん
か
今
下
に
お
い
て
、
子
ど
も
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
子
ど

も
同
士
の
遊
び
や
触
れ
合
い
の
時
間
も

減
少
し
て
い
る
。
一
方
で
、
Ｉ
Ｔ
技
術

の
進
歩
に
よ
っ
て
間
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
大
し
、
子
ど
も
た
ち

が
巻
き
込
ま
れ
る
犯
罪
が
少
な
く
な
い
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
子
ど
も
の
直
接
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
が

少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
子
ど
も
の
成
長
に
お
け
る

を
見
た
が
、
排
水
の
不
備
が
目
立
つ
。

南
小
学
校
で
は
、
南
側
が
40
㌢
高
く
、

雨
水
は
全
て
北
側
へ
流
れ
、
南
側
の
側

溝
は
機
能
し
て
い
な
い
。
南
・
東
小
学

校
で
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
も
使
用
不
能

で
あ
る
。
他
の
小
・
中
学
校
は
未
確
認

だ
が
、
同
じ
よ
う
な
状
況
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
基
盤
か
ら
整
備
し
て
ほ
し
い
。

ほ
か
、
秦
野
赤
十
字
病
院
の
周
産
期
医

療
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
免
許

証
の
自
主
返
納
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
、

日
常
生
活
に
直
結
す
る
特
典
が
あ
る
事

業
を
拡
大
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
現
在
、
県
の
支
援
事
業
の
活
用
や

本
市
に
お
け
る
民
間
事
業
者
に
対
す
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
が
、
十
分

で
は
な
い
た
め
、
市
内
事
業
者
な
ど
に

積
極
的
に
関
わ
る
中
で
、
支
援
事
業
を

拡
大
し
て
い
く
。

問　
継
続
的
な
里
山
保
全
活
動
に
は
担

い
手
の
自
立
が
重
要
だ
が
、
収
益
性
を

高
め
る
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
28
年
度
に
里
山
保
全
団
体
と

ヒ
ノ
キ
な
ど
を
用
い
た
ア
ロ
マ
オ
イ
ル

の
商
品
化
を
研
究
し
た
が
、
収
益
に
つ

な
げ
る
に
は
綿
密
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

戦
略
を
検
討
す
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

要
望　
将
来
を
見
据
え
、
カ
エ
デ
の
樹

液
か
ら
作
る
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
を
商

品
化
す
る
な
ど
、
従
来
の
林
業
を
複
合

化
し
た
「
伐き

ら
な
い
林
業
」
へ
転
換
し
、

丹
沢
の
魅
力
を
引
き
出
す
新
た
な
観
光

資
源
の
一
つ
に
育
て
て
ほ
し
い
。

ル
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
や
物
の
流
れ

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
こ
と
で
、
輸
送
時

間
の
定
時
制
確
保
や
経
済
活
動
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
、
市
内
企
業
の
経
済
活

動
の
便
益
が
高
ま
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
（
仮
称
）
秦
野
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
周
辺
に
は
優
れ
た
観
光
施
設
が

あ
り
、
登
山
や
農
業
体
験
な
ど
が
で
き

る
魅
力
あ
る
地
域
で
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
は
極
め
て
高
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
秦
野
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
仮
称
）

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
設
置
に
伴
い
、
周
辺

の
交
通
量
増
加
が
予
想
さ
れ
る
が
、
周

辺
道
路
網
の
整
備
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
県
道
７
０
５
号
か
ら
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
ま
で
大
型
車
両
の
通
行
が
可
能
な
ア

ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

し
、
支
援
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
る
。

二
　
渋
沢
地
区
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に

つ
い
て

問　
丹
沢
は
、
本
市
最
大
の
地
域
資
源

だ
が
、
渋
沢
駅
北
側
に
話
題
が
集
中
し
、

南
側
へ
の
意
識
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
渋

沢
地
区
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
は
ど
う
か
。

答　
渋
沢
地
区
の
魅
力
あ
る
地
域
資
源

を
積
極
的
に
発
信
し
、
篠
窪
バ
イ
パ
ス

の
開
通
と
あ
わ
せ
、
商
店
街
へ
の
誘
客

を
図
り
た
い
。
ま
た
、
商
店
街
店
舗
魅

力
ア
ッ
プ
事
業
補
助
金
を
創
設
し
、
店

舗
の
魅
力
と
集
客
力
を
高
め
、
地
域
経

ら
平
沢
方
面
へ
の
延
伸
を
早
期
に
検
討

し
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
着

実
に
進
め
て
ほ
し
い
。

二
　
小
・
中
学
校
の
運
動
場
整
備
に
つ

い
て

問　
小
・
中
学
校
の
運
動
場
の
整
備
状

況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
17
年
度
か
ら
の
10
年
間
で
、

ほ
と
ん
ど
の
小
・
中
学
校
で
全
面
的
な

整
地
や
排
水
設
備
の
改
修
な
ど
の
工
事

を
実
施
し
た
。
ま
た
、
運
動
会
前
に
凹

凸
の
目
立
つ
部
分
に
砂
を
入
れ
て
転
圧

す
る
な
ど
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

要
望　
南
・
東
・
大
根
小
学
校
の
状
況

・
隣
接
型
・
分
離
型
が
あ
る
。
上
小
学

校
は
離
れ
て
い
る
の
で
、
中
学
校
段
階

で
義
務
教
育
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
受
け
入
れ

の
体
制
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
工
夫
が
必

要
と
な
る
。
義
務
教
育
学
校
の
導
入
に

当
た
っ
て
は
、
９
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
系
統
性
、
体
系
性
に
配
慮
し
た
教

育
課
程
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

放
課
後
児
童
対
策
の
重
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
。
民
間
の
法
人
が
行
政
責
務
の

一
翼
を
担
っ
て
い
る
が
、
現
状
は
厳
し

い
運
営
で
あ
る
た
め
、
市
補
助
金
交
付

要
綱
を
現
実
に
即
し
た
形
へ
と
改
変
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
民
間
学
童
保
育
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま

っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
た
め
、
早
々
に

要
綱
整
備
に
向
け
て
準
備
を
進
め
た
い
。

二
　
高
齢
者
の
自
動
車
運
転
免
許
証
の

返
納
に
つ
い
て

問　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
健
康
寿

命
の
伸
展
は
大
い
に
歓
迎
す
る
が
、
高

齢
者
の
自
動
車
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。

伐
き

る林業から伐
き

らない林業への転換を

運動場の適切な管理を
（写真は、大根小学校校庭）

重要性が高まっている学童保育

中学校完全給食の財源を明確に小学校での英語教科化に向けた対応を

済
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
た
い
。

三
　
小
学
校
の
英
語
教
科
化
に
向
け
て

問　
平
成
32
年
４
月
か
ら
小
学
５
・
６

年
生
で
英
語
が
教
科
に
な
る
。
教
科
化

ま
で
、
あ
と
１
年
と
迫
っ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
課
題
と
対
応
が
必
要
か
。

答　
小
学
校
教
員
の
指
導
力
向
上
が
急

務
で
あ
り
、
研
修
会
な
ど
を
通
じ
指
導

力
向
上
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
教
職

員
の
多
忙
化
、
不
安
感
の
解
消
に
取
り

組
み
、
楽
し
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
学

校
現
場
へ
の
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
。

ま
た
、
周
辺
の
生
活
道
路
に
も
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
を
利
用
す
る
車
両
の
流
入
が
予

測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
歩
道
の
整
備
な

ど
の
安
全
対
策
を
進
め
て
い
く
。

要
望　
周
辺
地
域
は
観
光
農
園
と
し
て

発
展
す
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
観
光
農
業
施
設
ま
で
観
光
バ
ス
が
通

行
で
き
る
よ
う
な
道
路
整
備
を
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
柳
川
工
事
用
道
路
に
つ

い
て
も
交
通
の
利
便
性
向
上
や
農
林
業

振
興
に
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

市
道
と
し
て
残
し
、
有
効
活
用
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

一
般
質
問
一
般
質
問
は

５
面
・
７
面
に
も
掲
載

（

）

周辺の発展に寄与する整備を
（写真は、（仮称）秦野サービスエリア工事現場）




